


◎傍
ぼ う ち ょ う

聴
　議場で行われている本会議は、特別な場合
を除いて、どなたでも傍聴できます。希望され
る方は、本会議当日、市庁舎５階の議会事務
局前で受付（住所・氏名などを記入）を済ま
せ、本会議場の傍聴席入り口から入場となり
ます。傍聴席は70席で一般質問時には、質問
者1人当たり平均で40～50人の方が傍聴され
ています。

　小さな子どもがいても気軽に傍聴していた
だけるよう託児サービスを行っています。サー
ビス開始後、多くの子育て世代の方々からご
利用いただいています。
　また、手話通訳者による傍聴を希望される
方には、手話通訳者の配
置も行っています。
＊希望される方は、概ね
１週間前までに議会事務
局にご連絡ください。
（☎0537-21-1160）

　本会議の様子は、ホームページ
でもご覧になれます。パソコンだ
けでなく、スマートフォンやタブ
レットで視聴することも可能です。

●託児サービス＆手話通訳者の派遣

●議会中継をホームページでもご覧になれます

傍聴席の様子　

託児の様子

右のＱＲコード
を読み取ると、
ホームページ
が見られるよ。

生の議論を聞い
て、より身近に
感じることがで
きました。

議会がどう進ん
でいるか勉強に
なりました。
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環境産業委員会委員長報告環境産業委員会委員長報告環境産業委員会委員長報告

総務委員会委員長報告総務委員会委員長報告総務委員会委員長報告

文教厚生委員会委員長報告文教厚生委員会委員長報告文教厚生委員会委員長報告

委員長　二 村 禮 一

委員長　松 本  均

委員長　小 沼 秀 朗

平成30年度６月補正予算の概要
子ども医療費助成事業を拡充・地震対策に緊急対応
　今回の補正予算（第１号）では、子育て支援の推進を図るため、子ども医療費助成制度の対
象年齢を拡充しました。また、耐震補強工事を推進するために新制度を創設しました。
　さらに、補正予算（第２号）では６月18日に発生した大阪北部地震でブロック塀が倒壊し
た事故を受け、ブロック塀等への緊急対応を行うため追加予算を計上しました。

■平成30年度一般会計補正予算
  補正額 補正予算（第１号）45,488千円＋補正予算（第2号）33,600千円＝79,088千円
   補正後の予算額   47,139,088千円

　平成30年度補正予算関係議案などを審査
するため、６月27日に３つの常任委員会に
付託され、以下のような質疑がありました。

木造住宅耐震補助制度について
「木造住宅耐震補強事業費補助制度」を「木造住宅補
強計画一体型工事費補助制度」に変更することで工事
件数は増加すると思うか。
工事をすることが大事。今まで補強計画で終わってい
たものも、制度導入により工事につながり件数は増え
ると思う。

大坂・土方工業用地整備事業について
造成工事を行う際、必ず発掘調査を行うのか。
必ず調査を行うものではない。今回、教育委員会に確
認をしたところ、古墳や戦国時代の砦跡等が存在して
いる可能性が高いエリアのため、発掘調査業務委託を
計上した。

子ども医療助成事業費について
近隣市町の状況について伺う。
磐田市、袋井市、菊川市、御前崎市が同様に市の単
独事業として実施している。

常 任 委 員 会
委 員 長 報 告（抜粋）

地方税の電子化について
法人市民税の電子申告が義務化された場合、市でも
電子申告の受け入れ体制を新たに整備する必要があ
るのか。
電子申告については、既に実施しているため、新たに
整備する必要はない。

さんりーな天井落下防止工事請負契約の締結
工事が始まると、使用にはどのような制限が出るのか。
以下の期間、各施設が使用禁止となる。
•アリーナ（H30.10.16～H31.2.13）•武道場（H30.7.17
～ 10.12）• エントランス※（H30.7.30 ～ 10.1）• プー
ル（H30.12.4 ～ H31.2.28）

※工事中も通路を設けるので、通行可能
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主
な
補
正
の
内
容

補
正
予
算（
第
１
号
）

①子ども医療助成事業費増     25,340千円増（468,740千円→494,080千円）
　子ども医療費助成制度の対象年齢を高校生相当まで拡充

②木造住宅耐震補強事業費補助金増  10,250千円増（119,900千円→130,150千円）
　木造住宅の補強設計及び耐震改修を総合的に支援する新しい補助制度を創設

補
正
予
算（
第
2
号
）

③営繕指導費修理費追加   16,000千円 　
　大渕幼稚園・つくしなかよし広場、大東支所等のブロック塀を改修

④小学校施設補修費増   5,000千円増（38,600千円→43,600千円）
　第二小学校、東山口小学校のブロック塀の改修

⑤ブロック塀等耐震改修事業費補助金増   4,800千円増（1,700千円→6,500千円）
　ブロック塀等耐震改修事業費補助金の補助率や限度額などの制度を拡充
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鳥
獣
被
害
の
対
策
強
化
を

近
年
、
全
国
的
に
農
作
物

や
人
へ
の
危
害
な
ど
、
鳥

獣
被
害
が
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
も
や
は
り
、
近
年
全
域
で
被

害
が
拡
大
し
、
さ
ら
な
る
鳥
獣
被

害
の
対
策
が
必
要
と
考
え
る
が
、

今
後
の
対
応
策
に
つ
い
て
伺
う
。

鳥
獣
被
害
対
策
実
施
隊
を

設
置

今
年
度
、
鳥
獣
被
害
対
策

実
施
隊
を
設
置
し
ま
す
。

ま
ず
は
、
農
林
課
の
担
当
職
員
と

狩
猟
免
許
を
取
得
し
て
い
る
職
員

で
組
織
し
、
猟
友
会
の
協
力
を
得

て
、
地
区
で
の
出
前
講
座
や
研
修

会
を
実
施
し
、
環
境
改
善
や
侵
入

防
止
に
取
り
組
む
よ
う
指
導
・
普

及
活
動
を
行
い
ま
す
。

横
須
賀
高
校
と
池
新
田
高
校

の
再
編
統
合
計
画
決
定
へ
の

対
応
は横

須
賀
高
校
と
池
新
田
高

校
の
再
編
統
合
計
画
が
正

式
決
定
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
３

年
後
に
は
候

補
地
が
決
定

す
る
予
定
で

あ
る
。
こ
れ

か
ら
の
市
長

に
よ
る
、
県

へ
の
働
き
か

け
に
つ
い
て

伺
う
。

地
域
の
思
い
を
伝
え
存
続

を
支
援計

画
が
発
表
さ
れ
た
時
、

「
横
須
賀
高
校
が
真
に
魅

力
あ
る
学
校
と
し
て
存
続
す
る

よ
う
引
き
続
き
県
教
委
に
要
望

す
る
」
と
コ
メ
ン
ト
し
ま
し
た
。

本
年
度
、
県
知
事
、
県
議
会
議
員

な
ど
と
面
会
し
、
地
域
の
思
い
を

伝
え
、
存
続
へ
の
支
援
を
お
願
い

し
て
き
ま
し
た
。

　

今
後
も
県
教
育
委
員
会
に
強

く
訴
え
て
い
き
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

•
松
井
市
政
に
つ
い
て

高
天
神
城
跡
の
整
備
を

平
成
11
年
に
高
天
神
城
跡
基

本
整
備
計
画
を
策
定
し
た

が
、
現
在
整
備
は
白
紙
状
態
で
あ

る
。
今
後
の
高
天
神
城
跡
の
整
備

の
計
画
に
つ
い
て
伺
う
。

城
跡
の
専
門
家
と
新
た
な
計

画
策
定
に
向
け
て
現
行
計
画

を
見
直
す

「
史
跡
高
天
神
城
跡
基
本

整
備
計
画
」
は
、
策
定
後

20
年
近
く
の
年
月
が
経
過
し
ま
し

た
の
で
、
城
跡
の
専
門
家
と
新
た

な
計
画
策
定
に
向
け
て
、
現
行
の

整
備
計
画
を
見
直
し
て
い
き
ま
す
。

東
京
女
子
医
科
大
学
と
の
今

後
の
連
携
は

平
成
32
年
４
月
か
ら
東
京

女
子
医
科
大
学
看
護
学
部

１
年
生
が
東
京
河
田
町
キ
ャ
ン
パ

ス
に
移
る
こ
と
が
決
ま
っ
た
。
今

後
さ
ら
に
連
携
を
密
に
す
る
必
要

が
あ
る
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

具
体
的
な
議
論
が
で
き
る

体
制
を
整
備

現
在
、
年
に
１
回
東
京
女

子
医
大
と
の
交
流
の
機
会

が
あ
り
ま
す
が
、
今
後
は
、
移
転

後
の
話
合
い
の
機
会
も
設
け
る
必

要
が
あ
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
、
人
生
百
年
時
代

を
迎
え
つ
つ
あ
る
中
で
、
大
き
な

社
会
変
化
に
対
応
し
て
い
け
る
よ

う
、大
学
と
の
連
携
を
更
に
強
め
、

健
康
や
医
療
に
関
す
る
取
り
組
み

を
深
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
移
転
の
具
体
的
な
課
題

を
検
討
す
る
た
め
、
体
制
整
備
を

進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
ま
す
。

必
要
に
応
じ
て
、
市
も
対
策
室
等

の
設
置
を
検
討
し
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

•
市
民
参
画
の
推
進
に
つ
い
て

創
世
会

寺
田
幸
弘

創
世
会

嶺
岡
慎
悟

一般質問

北側から臨む高天神城跡

横須賀高校を守る会等による
県知事への陳情書提出
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Q

Q
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総
合
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
推
進
の
構
想
を

人
口
減
少
、
超
高
齢
社
会

を
見
据
え
、
今
後
は
よ
り

一
層
の
市
民
力
が
必
要
に
な
る
。

市
民
力
の
底
上
げ
と
地
域
社
会
の

課
題
解
決
の
た
め
に
、
総
合
的
な

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
と
ポ
イ

ン
ト
制
度
の
導
入
を
検
討
し
、
新

た
な
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
と
し
て
広

く
全
国
へ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
し
て

は
い
か
が
か
。

先
進
地
な
ど
の
事
例
を
も
と

に
検
討ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

の
必
要
性
を
確
認
し
、
民

業
圧
迫
に
な
ら
な
い
か
、
ア
ル
バ

イ
ト
と
の
区
別
な
ど
、
様
々
な
検

討
を
行
い
ま
す
。

　

ポ
イ
ン
ト
制
度
導
入
に
つ
い

て
は
、
横フ

ェ
ン
ソ
ン
グ
ン

城
郡
（
韓
国
）
や
全
国

の
施
策
を
調
べ
、
制
度
の
主
体
や

継
続
性
、
資
金
提
供
者
、
地
域
経

済
へ
の
効
果
、
対
象
と
す
る
活
動

な
ど
、
多
角
的
に
検
討
し
て
い
き

ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
方
に
、「
掛
川

市
は
多
様
な
人
々
の
力
が
発
揮

で
き
る
ま
ち
で
あ
り
、
そ
の
よ
う

な
方
を
広
く
受
け
入
れ
る
ま
ち

で
あ
る
」
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
た

シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

職
員
の
不
祥
事
へ
の
再
発
防

止
策
を
伺
う

児
童
買
春
の
疑
い
で
職
員
が

逮
捕
さ
れ
、
市
長
は
「
今
回

の
不
祥
事
は
市
民
の
信
頼
を
著
し

く
失
わ
せ
た
」
と
し
、
こ
の
職
員

を
懲
戒
免
職
に
し
た
。
今
後
、
こ

の
よ
う
な
事
件
の
再
発
防
止
策
を

伺
う
。

高
い
倫
理
観
と
豊
か
な

人
間
性
を
育
む
た
め
の
研
修

を
実
施今

回
の
不
祥
事
は
、
公
務

員
と
し
て
、
あ
る
い
は
社

会
人
と
し
て
の
責
任
感
、
倫
理
観

の
欠
如
か
ら
起
こ
っ
た
事
件
で

あ
る
と
認
識
し
て
い
ま
す
。
二
度

と
不
祥
事
を
起
こ
さ
な
い
た
め
、

高
い
倫
理
観
と
豊
か
な
人
間
性

を
育
む
た
め
の
研
修
を
実
施
し

ま
す
。
職
員
一
丸
と
な
っ
て
市
民

の
皆
様
の
信
頼
の
回
復
に
取
り

組
み
ま
す
。

大
型
商
業
施
設
の
計
画
は

ユ
ニ
ー
株
式
会
社
経
営
陣

の
人
事
等
も
あ
り
、
ア
ピ

タ
掛
川
店
の
増
床
の
計
画
が
遅
れ

て
い
る
。

　

毎
年
の
市
民
ア
ン
ケ
ー
ト
で

は
大
型
商
業
施
設
を
望
む
声
が

常
に
上
位
に

有
り
、
市
は

こ
の
声
に
応

え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら

な
い
。

　

現
在
の
進

捗
状
況
を
伺

う
。基

本
協
定
に
基
づ
き
計
画
ど

お
り
進
め
る
よ
う
働
き
か
け

る

ユ
ニ
ー
と
基
本
協
定
を
結

ん
だ
大
規
模
商
業
施
設
の

建
設
は
、
掛
川
市
に
と
っ
て
最
も

重
要
な
政
策
で
あ
る
た
め
、
今
後

も
基
本
協
定
に
基
づ
き
計
画
ど

お
り
進
め
て
い
た
だ
け
る
よ
う

積
極
的
に
働
き
か
け
て
い
き
ま

す
。

共
に
創
る
掛
川

藤
澤
恭
子

公
明
党
か
け
が
わ

山
本
行
男

アピタ掛川店

傍聴者の「桃色かけがわ６」メンバー田辺エミさんによる
ファシリテーショングラフィック ※議論を絵と文字で視覚化する手法です。
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A 中
東
遠
地
域
障
が
い
者
歯
科

診
療
の
今
後
を

障
が
い
の
あ
る
方
も
、
地
域

で
将
来
に
わ
た
っ
て
安
心
し

て
住
む
こ
と
の
で
き
る
地
域
を
目

指
し
、
平
成
31
年
度
以
降
の
方
針

に
関
し
て
は
不
透
明
で
あ
る
中
東

遠
地
域
の
障
が
い
者
歯
科
診
療
の

今
後
を
伺
う
。

継
続
的
に
実
施
で
き
る
よ
う

検
討

障
が
い
者
歯
科
診
療
は
、

利
用
す
る
障
が
い
者
や
そ

の
家
族
に
と
っ
て
、
必
要
不
可
欠

で
す
。
将
来
の
あ
る
べ
き
姿
を
探

る
と
と
も
に
、
平
成
31  
年
度
も
継

続
的
に
診
療
が
実
施
で
き
る
よ

う
、
県
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
、
歯
科
医
師
会
、
中
東
遠
５

市
１
町
で
様
々
な
手
法
を
検
討

し
て
い
き
ま
す
。

公
共
発
注
工
事
の
施
工
期
間

の
平
準
化
を

中
小
企
業
支
援
条
例
を
制
定

し
た
本
市
に
お
い
て
は
、「
行

政
の
責
務
」
に
お
い
て
年
度
末
に

工
事
が
集
中
し
な
い
よ
う
公
共
発

注
工
事
の
施
工
期
間
の
平
準
化
を

行
う
べ
き
と
考
え
る
が
見
解
を
伺

う
。よ

り
平
準
化
を
推
進
し
て

い
く

本
年
度
か
ら
発
注
担
当

課
、
財
政
課
、
管
財
課
の

各
関
係
課
に
よ
っ
て
、
平
準
化
を

進
め
る
た
め
の
研
究
会
を
設
け

ま
し
た
。
全
国
統
一
指
標
で
あ
る

「
平
準
化
率
」
の
数
値
目
標
を
定

め
、
全
庁
体
制
で
様
々
な
手
法
を

組
み
合
わ
せ
な
が
ら
、
平
準
化
を

推
進
し
て
い
き
ま
す
。

掛
川
茶
ブ
ラ
ン
ド
の
再
構
築

を

掛
川
深
蒸
し
茶
は
、
生
活
習

慣
病
や
認
知
症
予
防
に
効
果

が
期
待
さ
れ
る
と
Ｔ
Ｖ
等
で
紹
介

さ
れ
て
き
た
が
、
改
め
て
品
質
を

重
視
し
た
「
掛
川
深
蒸
し
茶
ブ
ラ

ン
ド
」
を
構
築
す
る
べ
き
で
は
な

い
か
伺
う
。

掛
川
茶
の
キ
ー
ワ
ー
ド
に

﹁
品
質
﹂
を
加
え
て
構
築

平
成
28
年
度
に
策
定
し
た

掛
川
市
茶
振
興
計
画
に
基

づ
き
、次
の
世
紀
も
掛
川
市
が
「
お

茶
の
ま
ち
」
で
あ
り
続
け
る
た
め
、

様
々
な
施
策
を
展
開
し
て
い
ま

す
。
掛
川
茶
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
あ

る
「
美
味
・
健
康
・
環
境
」
に
加

え
、
消
費
者
に
信
頼
さ
れ
、
選
択

さ
れ
る
た
め
の
重
要
な
要
素
と
な

る
「
品
質
」
も
加
え
構
築
し
て
い

き
ま
す
。

市
内
４
高
校
と
の
パ
ー
ト

ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
を

掛
川
市
と
市
内
の
４
高
校

と
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協

定
を
結
び
、
行
政
と
高
校
生
が
協

働
し
て
「
Ｖ
Ｒ
※
掛
川
城
」
製
作

や
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
支
援
、
防

災
や
ま
ち
づ
く
り
を
行
な
う
こ
と

が
出
来
な
い
か
伺
う
。

郷
土
愛
や
協
働
意
識
の

醸
成
に
期
待

郷
土
愛
や
協
働
意
識
の
醸

成
が
期
待
で
き
る
と
と
も

に
、
若
い
力
に
よ
る
地
域
の
活
性

化
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
継
続
的
な

取
り
組
み
が
で
き
る
よ
う
、
高
校

生
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、
お
互

い
の
メ
リ
ッ
ト
に
な
る
よ
う
、
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

創
世
会

山
本
裕
三

共
に
創
る
掛
川

松
浦
昌
巳

一般質問

障がい者歯科診療の様子

※
Ｖ
Ｒ
…
バ
ー
チ
ャ
ル
・
リ
ア
リ
テ
ィ　
仮
想
現
実
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

森
林
環
境
譲
与
税
で
木
育
・
木

育
キ
ャ
ラ
バ
ン
の
取
り
組
み
を

森
林
環
境
譲
与
税
を
利
用
し

「
森
づ
く
り
課
」
を
設
置
し

人
材
育
成
を
図
る
と
同
時
に
、「
教

育
・
子
育
て
・
環
境
」
を
貫
く
大

黒
柱「
木
育
・

木
育
キ
ャ
ラ

バ
ン
」
に
積

極
的
に
取
組

む
べ
き
と
考

え
る
が
、
市

長
の
所
見
を

伺
う
。

森
林
行
政
の
体
制
強
化
を
図
る

森
林
・
林
業
行
政
に
お
け

る
専
門
知
識
や
経
験
が
豊

富
な
県
職
員
Ｏ
Ｂ
な
ど
を
活
用

し
、
新
た
な
森
林
管
理
シ
ス
テ
ム

の
推
進
や
現
場
の
人
材
育
成
、
森

林
行
政
の
体
制
強
化
を
図
っ
て
い

き
ま
す
。

　

木
育
は
、
森
づ
く
り
に
貢
献
す

る
市
民
の
育
成
を
目
指
す
活
動
で

あ
り
、
大
変
重
要
だ
と
認
識
し
て

い
ま
す
。
掛
川
ら
し
い
木
育
を
検

討
し
て
い
き
ま
す
。

待
機
児
童
対
策
と
し
て
掛
川

流
子
育
て
﹁
ス
キ
ン
シ
ッ
プ

の
す
ゝ
め
﹂
を

愛
着
形
成
に
大
変
重
要
で

あ
る
０
〜
２
歳
の
時
期
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
本
気
で
推
進
、

愛
に
恵
ま
れ
た
心
豊
か
な
子
育
て

を
し
、
保
育
所
を
利
用
せ
ず
、
家

庭
で
子
育
て
す
る
こ
と
を
選
ぶ
世

帯
を
補
助
す
る
、
と
い
う
考
え
方

も
あ
る
と
思
う
が
所
見
を
伺
う
。

国
と
し
て
対
策
を
講
じ
る
よ

う
要
望
す
る

補
助
に
つ
い
て
は
、
働
き

な
が
ら
子
育
て
す
る
世
帯

と
の
公
平
性
を
確
保
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。
一
自
治
体
と
し
て

で
は
な
く
、
国
で
対
策
を
講
じ
る

よ
う
全
国
市
長
会
で
も
、
国
に
対

し
て
決
議
書
を
提
出
し
、
要
望
し

て
い
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

•
静
岡
茶
草
場
世
界
農
業
遺
産
セ
ン

タ
ー
の
整
備
方
針
に
つ
い
て

•
掛
川
城
・
報
徳
社
・
松
ヶ
岡
の
一
体

整
備
に
つ
い
て

•
認
知
症
・
徘
徊
対
策
に
つ
い
て

認
知
症
高
齢
者
の
徘
徊
見
守

り
支
援
充
実
に
は

家
族
や
地
域
の
負
担
軽
減
の

た
め
、
今
春
か
ら
開
始
し
た

「
徘
徊
高
齢
者
伝
言
板
」
だ
け
で
な

く
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た
徘
徊
感

知
な
ど
、
多
様
な
手
段
で
幾
重
も

の
見
守
り
が
で
き
る
よ
う
、
支
援

策
を
も
っ
と
充
実
し
て
い
く
べ
き

で
は
な
い
か
。

徘
徊
高
齢
者
対
策
を
研
究

現
行
の
シ
ス
テ
ム
を
導
入

し
て
、
ま
だ
間
も
な
い
た

め
、
評
価
検
証
を
引
き
続
き
行
う

と
と
も
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
を
活
用
し
た

見
守
り
シ
ス
テ
ム
の
導
入
助
成
も

含
め
徘
徊
高
齢
者
対
策
を
研
究
し

て
い
き
ま
す
。

大
井
川
広
域
水
道
基
幹
施
設

の
耐
震
化
は

｢

施
設
更
新
基
本
計
画｣

に

基
づ
く
管
路
の
耐
震
化
事
業

が
、
平
成
31
年
度
着
手
か
ら
平
成

39
年
度
着
手
へ
と
先
送
り
に
な
っ

た
。
早
期
の
事
業
着
手
が
望
ま
れ

る
が
、
見
解
を
伺
う
。

着
実
な
事
業
の
推
進
を
促
す

事
業
実
施
に
は
、
構
成
団

体
の
財
政
状
況
、
地
域
間

バ
ラ
ン
ス
、
水
需
要
の
減
少
等
を

構
成
団
体
と
十
分
協
議
し
合
意
形

成
を
図
る
よ
う
提
言
さ
れ
て
い
る

の
で
、
構
成
団
体
と
と
も
に
着
実

な
事
業
の
推
進
を
促
し
ま
す
。

創
世
会

榛
村
航
一

共
に
創
る
掛
川

鈴
木
久
裕

木育キャラバン
 （東京おもちゃ美術館提供）

静岡県大井川広域水道企業団　川口取水口
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

男
女
共
同
参
画
推
進
に
は
世

代
に
応
じ
た
教
育
・
学
習
の

機
会
を本

市
の
男
女
共
同
参
画
の
意

識
は
依
然
高
ま
っ
て
い
な

い
。

　

制
度
・
慣
行
の
見
直
し
、
固
定

的
役
割
分
担
意
識
の
脱
却
に
は
、

低
年
齢
層
か
ら
人
権
尊
重
・
男
女

平
等
の
教
育
・
学
習
の
機
会
が
必

要
と
思
う
が
い
か
が
か
。

意
識
改
革
の
た
め
の
教
育
や

学
習
を
検
討

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実

現
に
は
、
様
々
な
場
面
や

各
世
代
の
意
識
改
革
が
必
要
で

あ
り
、
そ
の
た
め
の
教
育
や
学
習

が
重
要
で
す
。　

　

先
進
的
な
取
り
組
み
を
し
て

い
る
宣
言
事
業
所
や
地
域
の
事

例
を
集
約
し
、
情
報
発
信
を
す
る

と
と
も
に
、
各
分
野
で
活
躍
し
て

い
る
女
性
代
表
と
の
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
の
開
催
な
ど
を
検
討
し
て

い
き
ま
す
。

﹁
お
た
ふ
く
か
ぜ
﹂
ワ
ク
チ

ン
接
種
に
は
公
費
助
成
を

ム
ン
プ
ス
ウ
イ
ル
ス
感
染
に

よ
る
難
聴
の
発
症
が
増
え
て

い
る
と
い
う
報
告
が
あ
る
。
ム
ン

プ
ス
難
聴
を
発
症
す
る
恐
れ
の
あ

る
お
た
ふ
く
か
ぜ
の
ワ
ク
チ
ン
接

種
に
、
公
費
助
成
の
考
え
は
な
い

か
伺
う
。

国
・
県
の
動
向
を
踏
ま
え
て

検
討

お
た
ふ
く
か
ぜ
混
合
ワ
ク

チ
ン
接
種
は
副
反
応
の
無

菌
性
髄
膜
炎
が
発
症
し
た
た
め
、

現
在
は
単
独
の
任
意
接
種
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
厚
生
科
学
審
議
会

予
防
接
種
・
ワ
ク
チ
ン
分
科
会
で

定
期
予
防
接
種
の
対
象
と
な
る

か
、
引
き
続
き
検
討
が
な
さ
れ
て

い
ま
す
。
国
、
県
の
動
向
を
踏
ま

え
て
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

•
本
市
中
学
生
の
英
語
力
「
聞
く
・
話

す
・
読
む
・
書
く
」
の
向
上
に
つ
い

て

浜
岡
原
発
を
巡
る
再
稼
働

合
意
の
あ
り
方
は

浜
岡
原
発
の
再
稼
働
の
同
意

の
範
囲
と
、
市
民
合
意
の
取

り
方
を
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

再
稼
働
は
市
民
の
理
解
が
必
要

再
稼
働
の
同
意
の
範
囲

は
、
当
然
、
周
辺
４
市
の

同
意
が
必
要
と
考
え
て
い
ま
す

が
、
原
子
力
発
電
所
か
ら
30
キ
ロ

圏
内
の
Ｕ
Ｐ
Ｚ
（
緊
急
時
防
護
措

置
を
準
備
す
る
区
域
）
が
、
原
子

力
災
害
対
策
指
針
に
よ
り
示
さ

れ
た
た
め
、
Ｕ
Ｐ
Ｚ
圏
内
に
あ
る

11
市
町
の
同
意
が
必
要
で
は
な

い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
浜
岡
原
子
力
発
電
所
の

再
稼
働
は
、
万
全
の
安
全
対
策
が

終
了
し
、
将
来
に
わ
た
り
安
全
・

安
心
が
確
保
さ
れ
、
国
と
中
部
電

力
が
、
市
民
に
対
し
、
し
っ
か
り

と
説
明
し
、
市
民
の
理
解
が
得
ら

れ
な
け
れ
ば
再
稼
働
で
き
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

　

仮
に
浜
岡
原
発
の
再
稼
働
に

つ
い
て
、
市
民
や
議
会
の
意
見
が

賛
成
や
反
対
に
大
き
く
分
か
れ

た
場
合
、
掛
川
市
で
は
、
住
民
投

票
条
例
を
制
定
し
て
い
る
の
で
、

市
民
や
議
会
及
び
市
長
の
三
者

に
住
民
投
票
の
発
議
権
が
あ
り
、

こ
れ
を
活
用
す
る
方
法
も
考
え

ら
れ
ま
す
。

駅
や
お
城
周
辺
の
草
刈
り
や

維
持
管
理
に
責
任
を
持
っ
た

体
制
を掛

川
の
玄
関
口
で
あ
る
駅

や
お
城
周
辺
・
逆
川
土
手
な

ど
の
手
入
れ
が
ゆ
き
届
か
ず
、
草

が
生
い
茂
っ
て
い
る
。
全
体
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
す
る
部
門
を
設
け
、

責
任
を
も
っ
た
維
持
管
理
を
市
と

し
て
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

管
理
計
画
に
よ
る
適
切
な
維

持
管
理望

ま
し
い
時
期
に
発
注
す

る
な
ど
、
維
持
管
理
体
制

を
検
討
す
る
と
と
も
に
、
全
体
の

管
理
計
画
を
作
成
し
、
適
切
な
維

持
管
理
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

︻
そ
の
他
の
質
問
事
項
︼

•
条
例
の
理
念
を
実
現
す
る
中
小
企
業

振
興
政
策
の
推
進
に
つ
い
て

•
子
育
て
世
代
の
願
い
に
応
え
る
待
機

児
童
解
消
政
策
の
あ
り
方
に
つ
い
て

共
に
創
る
掛
川

窪
野
愛
子

日
本
共
産
党

勝
川
志
保
子

一般質問
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Q

Q

Q

Q

A

A

A

A

健
康
増
進
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

体
系
化
と
情
報
発
信
は

健
康
保
険
・
介
護
保
険
の
負

担
を
減
ら
し
、
健
康
寿
命
を

延
伸
す
る
た
め
の
健
康
増
進
事
業

を
体
系
化
し
、
庁
内
事
業
の
整
理
・

見
直
し
が
必
要
。
市
民
へ
の
わ
か

り
や
す
い
情
報
発
信
と
し
て
健
康

事
業
年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
作
成
の
考

え
は
な
い
か
伺
う
。

効
果
的
な
事
業
を
検
証

平
成
27
年
度
に
健
康
寿
命

の
さ
ら
な
る
延
伸
と
、
お

達
者
度
の
県
下
一
を
目
指
し
、「
か

け
が
わ
生
涯
お
達
者
市
民
推
進
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
、
関

係
す
る
各
課
の
事
業
を
６
つ
の
分

野
に
整
理
し
ま
し
た
。
さ
ら
に
、

関
係
団
体
、
企
業
、
学
校
等
の
代

表
者
で
組
織
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

委
員
会
で
は
、
各
分
野
の
事
業
を

効
果
的
に
遂
行
す
る
た
め
、
事
業

の
検
証
を
し
て
い
ま
す
。　

　

年
間
カ
レ
ン
ダ
ー
は
、
市
民
に

と
っ
て
情
報
が
理
解
し
や
す
い
と

い
っ
た
利
点
が
あ
り
ま
す
の
で
検

討
を
し
て
い
き
ま
す
。

市
民
活
動
と
し
て
の
健
康

講
座
を他

市
で
行
わ
れ
て
い
る
参
加

人
数
の
多
い
健
康
講
座
を

指
導
す
る
の
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

市
民
で
自
主
運
営
と
な
っ
て
い
る
。

こ
う
し
た
活
動
は
、
市
民
活
動
の

一
環
と
し
て
す
す
め
て
い
く
こ
と

が
大
切
だ
と
考
え
る
が
い
か
が
か
。

市
民
主
体
の
健
康
づ
く
り
を

推
進

市
民
が
主
体
と
な
っ
て
健

康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ

と
は
、
今
後
も
さ
ら
に
進
め
て
い

く
必
要
が
あ
り
ま
す
。　

　

多
く
の
人
が
参
加
し
て
い
た

だ
け
る
よ
う
な
工
夫
を
、
市
民
の

み
な
さ
ん
や
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
み
な
さ
ん
、
保
健
活
動
推
進

委
員
、
健
康
づ
く
り
食
生
活
推
進

員
と
の
協
働
に
よ
り
、
取
り
組
ん

で
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

障
が
い
児
・
者
の
歯
科
外
来

診
療
の
来
年
度
以
後
は

中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー

で
障
が
い
児
・
者
の
歯
科
治

療
を
臨
時
的
に
本
年
は
行
っ
て
い

る
。
開
業
医
で
治
療
を
し
て
い
て
、

急
変
す
る
時
も
あ
る
。
安
心
し
て

治
療
が
で
き
る
よ
う
来
年
以
後
を

伺
う
。

関
係
機
関
と
中
東
遠
５
市

１
町
で
検
討

理
想
的
な
姿
は
、
専
門
的

に
診
療
す
る
機
関
が
あ
る

べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
は
、
県
や
歯
科
医
師
会
な
ど
、

多
く
の
関
係
機
関
と
の
協
議
が
必

要
で
す
。　

　

現
在
実
施
し
て
い
る
障
が
い
者

歯
科
診
療
を
継
続
で
き
る
よ
う
に

県
、
中
東
遠
総
合
医
療
セ
ン
タ
ー
、

歯
科
医
師
会
、
中
東
遠
５
市
１
町

で
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

小
学
生
に
、﹁
二
宮
金
次
郎
﹂

の
歌
を本

年
度
か
ら
小
学
校
で
道

徳
が
今
ま
で
よ
り
進
ん
で

教
科
化
さ
れ
た
。
市
内
の
小
学
校

３
年
生
で
二
宮
金
次
郎
の
わ
ら
じ

作
り
を
勉
強
し
て
い
る
。
改
め
て

報
徳
や
こ
の
歌
詞
に
つ
い
て
考
え

て
、
小
学
生
に
こ
の
歌
の
歌
唱
指

導
す
る
考
え
は
な
い
か
。

各
校
で
教
育
計
画
に
あ
わ

せ
て
柔
軟
に
活
用

現
在
、「
報
徳
の
教
え
」
を

広
め
る
方
法
の
一
つ
と
し

て
、「
二
宮
金
次
郎
」
の
歌
を
様
々

な
形
で
活
用
し
て
い
る
学
校
が
あ

り
ま
す
の
で
、
そ
れ
ら
を
紹
介
し
、

各
校
が
教
育
計
画
に
合
わ
せ
て
柔

軟
に
活
用
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。

共
に
創
る
掛
川

富
田
ま
ゆ
み

至
誠
の
会

鷲
山
喜
久

報徳社の二宮金次郎像

東大坂研修センターに
て行われた健康体操

平成30年６月定例会かけがわ 市議会だより9



市内近隣を視察 　各常任委員会において、５月下旬に各課主
要事業の調査として、市内近隣の現地視察を
実施しました。  

総
務
委
員
会

 

所
管
事
項

総
務
部
、
企
画
政
策
部
、
市
民
協
働
部
、
危
機
管
理
部
、

消
防
本
部
、
出
納
局
、
監
査
委
員
、
選
挙
管
理
委
員
会

及
び
公
平
委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項
な
ら
び
に
他

の
常
任
委
員
会
の
所
管
に
属
さ
な
い
事
項

【
視
察
箇
所
】

● 

中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
（
磐
田
市
福
田
）

● 

掛
川
モ
デ
ル 

海
岸
防
災
林
強
化
事
業
（
沖
之
須
）

● 

地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
大
須
賀
支
所
）

● 

横
須
賀
こ
れ
っ
し
か
処
（
横
須
賀
）

● 

大
坂
・
土
方
工
業
用
地
（
大
坂
）

● 

南
西
郷
工
業
用
地
（
下
俣
）

● 

「
ｗ
ｅ
＋
１
３
８
」
ス
ト
ア
（
駅
前
）

● 

旅た
び

ノの

舎や

（
大
野
）

● 

地
域
防
災
シ
ス
テ
ム
実
証
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

（
川
坂
屋 

日
坂
）

● 

和
田
岡
古
墳
群 

吉
岡
大
塚
古
墳
（
吉
岡
）

　

地
域
の
活
性
化
と
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
の
確
保
を
目
標
に
市
内
外
10
か
所
を
総
務
委

員
７
名
と
市
の
職
員
30
名
で
現
地
視
察
を
し
ま
し

た
。

　

工
業
用
地
の
造
成
事
業
で
は
、
企
業
誘
致
を
積

極
的
に
進
め
雇
用
の
創
出
と
定
住
人
口
の
増
加
が

期
待
さ
れ
ま
す
。
中
東
遠
消
防
指
令
セ
ン
タ
ー
は
、

５
市
１
町
で
構
成
さ
れ
大
規
模
災
害
や
広
域
的
な

災
害
に
も
迅
速
に
対
応
し
て
い
ま
す
。

 
総
務
委
員
長
　
二
村
禮
一 

予
算

平成30年度大坂・土方工業用地整備
事業特別会計予算について

平成30年度掛川市一般会計補正予算
（第１号）について
　子ども医療助成事業費増、木造住宅耐震
補強事業費補助金増等

平成30年度掛川市一般会計補正予算
（第2号）について
　危険性のあるブロック塀等の緊急対応

条
例

掛川市特別会計条例の一部改正について
　大坂・土方工業用地整備事業特別会計の
設置に伴い、条例の一部を改正

掛川市税条例等の一部改正について
　中小事業者等が新たな設備投資として地
方税法附則第１５条第４７項により導入する
償却資産について、課税標準をゼロとする規
程等の整備を行うため、条例の一部を改正

掛川市都市計画税条例の一部改正に
ついて
　地方税法等の一部を改正する法律の施行
に伴う地方税からの引用条項の整理を行う
ため、条例の一部を改正

報
告

平成29年度掛川市一般会計繰越明許
費の報告について

陳
情

「最低賃金の大幅引き上げと中小企業
支援策の拡充を求める意見書」採択の
陳情書

そ
の
他

さんりーな天井落下防止工事請負
契約の締結について
掛川市道路線の認定について
掛川市道路線の変更について

専決処分の承認を求めることについて
掛川市税条例の一部改正
掛川市都市計画税条例の一部改正
掛川市国民健康保険税条例の一部改正

6 月定例会における議案一覧6 月定例会における議案一覧6 月定例会における議案一覧6 月定例会における議案一覧6 月定例会における議案一覧6 月定例会における議案一覧
〈全会一致で可決・承認・受理〉

〈全会一致で不採択〉

掛川初の体験型古民家宿  旅ノ舎 5市1町の緊急通報を統括する中東遠消防指令センター
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環
境
産
業
委
員
会

 
所
管
事
項

環
境
経
済
部
、
都
市
建
設
部
、
上
下
水
道
部
及
び
農
業

委
員
会
の
所
管
に
属
す
る
事
項

【
視
察
箇
所
】

● 

高
御
所
久
保
線
一
般
改
良
工
事
（
久
保
）

● 

営
農
型
発
電
設
備
（
領
家
）

● 

J
A
掛
川
い
ち
ご
パ
ッ
ク
セ
ン
タ
ー（
富
部
）

● 

板
沢
最
終
処
分
場
（
板
沢
）

● 

オ
リ
ー
ブ
畑
（
上
内
田
）

● 

「
ｗ
ｅ
＋
１
３
８
」
ス
ト
ア
（
駅
前
）

● 

市
道
掛
川
高
瀬
線
合
併
推
進
道
路
（
上
内
田
）

● 

大
須
賀
浄
化
セ
ン
タ
ー
（
沖
之
須
）

● 

大
渕
・
沖
之
須
太
陽
光
発
電
所
（
沖
之
須
）

● 

千
浜
西
団
地
市
営
住
宅
（
千
浜
）

● 

大
坂
水
源
（
大
坂
）

● 

大
坂
配
水
池
（
大
坂
）

● 

大
坂
・
土
方
工
業
用
地
（
大
坂
）

● 

小
貫
川
（
小
貫
）

● 

テ
ィ
ー
タ
イ
ム
ま
る
は 

〈
お
茶
カ
フ
ェ
〉（
満
水
）

　

市
内
15
か
所
を
視
察
し
、
課
題
点
を
議
論
し
ま

し
た
。
当
委
員
会
の
本
年
度
テ
ー
マ
は
「
掛
川
市

の
森
の
在
り
方
や
活
用
方
法
を
考
え
た
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
」
で
す
。
木
の
文
化
薫
る
当
市
に
お

い
て
美
し
く
豊
か
な
自
然
環
境
の
保
全
を
図
り
つ

つ
、
い
か
に
未
来
に
向
け
た
開
発
や
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
を
構
築
す
る
の
か
。
そ
の
バ
ラ
ン
ス
を

監
視
し
市
民
の
皆
様
の
豊
か
な
く
ら
し
の
創
造
に

繋
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

環
境
産
業
委
員
長
　
小
沼
秀
朗  

 

文
教
厚
生
委
員
会

 

所
管
事
項

健
康
福
祉
部
、
こ
ど
も
希
望
部
及
び
教
育
委
員
会
の

所
管
に
属
す
る
事
項

【
視
察
箇
所
】

●
（
仮
称
） 

千
浜
認
定
こ
ど
も
園
建
設
予
定
地

〈
現
千
浜
幼
稚
園
敷
地
〉（
千
浜
）

● 

千
浜
小
学
校
屋
内
運
動
場
（
千
浜
）

● 

掛
川
市
教
育
セ
ン
タ
ー
〈
図
書
館
支
援
室
・
適

応
指
導
教
室
・
外
国
人
支
援
室
等
〉（
大
東
支
所
）

● 

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム 

大
東
苑（
下
土
方
）

● 

発
達
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
　
　

｢

の
び
る
〜
む
」（
杉
谷
南
）

● 

掛
川
工
房
つ
つ
じ

〈
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
事
業
所
〉（
長
谷
）

● 

和
田
岡
古
墳
群 

吉
岡
大
塚
古
墳
（
吉
岡
）

● 

中
央
小
学
校
電
子
黒
板
授
業
（
下
俣
）

● 

掛
一
小
学
童
保
育
所
〈
あ
い
り
ー
な
〉（
掛
川
）

● 

西
山
口
小
学
校 

学
童
保
育
所
（
成
滝
）

● 

「
ｗ
ｅ
＋
１
３
８
」
ス
ト
ア
（
駅
前
）

　

文
教
厚
生
委
員
会
は
、
教
育
・
福
祉
を
担
当
し
、

乳
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生
活
に
か
か
わ
り
が

深
い
委
員
会
で
す
。
本
年
度
の
テ
ー
マ
を
「
こ
ど

も
子
育
て
・
掛
川
の
待
機
児
童
に
つ
い
て
」
と
決

め
、
関
係
す
る
11
か
所
の
視
察
を
行
い
ま
し
た
。

視
察
後
に
は
「
ふ
り
か
え
り
反
省
会
」
を
開
き
、

こ
ど
も
園
や
学
童
保
育
の
整
備
等
の
課
題
に
つ
い

て
、
委
員
が
意
見
交
換
や
考
え
の
共
有
を
す
る
こ

と
で
、
今
後
の
施
策
に
役
立
て
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

文
教
厚
生
委
員
長
　
松
本
　
均  

オリーブ畑

基本計画に基づき整備工事に着手した和田岡古墳群  吉岡大塚古墳

平成30年3月に新設したJA掛川いちごパックセンター

掛川工房つつじ
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